


えどがわっ子食堂ネットワーク書面会議
議事に対する回答

1． 現在の開催状況について
・通常開催
・お弁当配布
・パン等の軽食やおやつの配布
・開催見合わせ
・2020年2月を最後に、3～9月中止しましたが、10、11、12月開催しました。ボランティアの婦人部が高齢者のため、食堂も使用ができなくなり、試行錯誤を重ね、市販のものを野外で配布しています。
・コロナウィルスがいくらか落ち着いたように思い7月に開催した。子どもたちが密にならないようにテーブル位置を考え、人数を制限し、間にカーテンを設置した。楽しみにしていた子どもたちは大変よろこんだ。しかし、その後コロナ状況も悪く、開催を見合わせている。
・感染状況を鑑みながら、６月から広く呼びかけずハガキのご案内をし、入れ替え制で開催。8月は、東京都より都外外出禁止という方針が示されたことからお休みをし、その後はこれまで通りの第三土曜日に開催している。
・会場として使用している会館が使用できない期間は休会としました（1回のみ弁当配布）が、会場使用可となって以来、元通り開催しています。

２．今後の開催予定
・通常通り
・お弁当配布
・年度内中止
・未定
・開催予定日より１ヶ月前に相談し、コロナウィルスの状況をみながら開催日を決定することにしている（掲示板でのお知らせの都合もあり）。

３．新型コロナウイルスの影響を受けて
・子どもたちはみんなで早く集まって食事をしたがっているけれど、コロナが落ち着かないので、お弁当を取りに来て会えるだけでも待っている子もいる。
・ご兄弟でのご来店に限り受付けています。お友達同士のご来店はご遠慮いただいております。（飲食店）
・多世代の集まりの中での飲食を伴うことにおいて感染リスクが上がること。ただ食べるだけでなく、交流にも重要性をおくことから、開催は非常に厳しいと思われる。
・コロナウィルスの状況をみながらいつでも開催できるように準備はしている。献立表は３ヶ月ごとに、掲示板用ポスターもその都度作っている。早いコロナウイルスの終息を望んでいる。
・開催したいのはやまやまでしたが、子どもたち、お母さんが早くやってほしいいとのことでしたが、作り手が高齢なのでかなり難しい。配布時も若いボランティアさんにお願いしています。
・感染対策が最も必要な食事提供に関して、どのように対策すればよいかわからない。交流目的がメインであった事業のため、会話せずに食事だけでは開催する意味がないとのボランティアさんの意見もある。
・食事中、マスクを外した状態での感染予防が困難。調理場が狭く、調理中に距離を保てない。
・調理場の環境状態、狭い空間での調理等を考えると、活動が難しい。
・これまではホームページや不特定多数に開催日を周知して呼びかけていたが、現在は登録している子ども達を中心にハガキでの案内とし、入れ替え制にしている。それでもこれまで通りの人数の参加者がある。子どもが子どもを連れてきてくれており、コロナ他不安を抱えている子ども達とじっくりとコミにケーションをとれることから、今の開催形式で当面は良いと考えている。閉塞感につつまれているなか、親でもない、先生でもない地域の大人の「お友達」と会えることを子ども達もとても楽しみにしてくれていることを実感している。ボランティア一同、子ども達の声に耳を傾け説教臭いことはいっさいせずに寄り添っています。
・地域の特性上、貧困とは違い、熟年者のニーズが強く、母子の参加が多かった。この結果、熟年者のニーズの強さから雰囲気が変わってきていて、子どもと一緒の親子が参加しにくい状態がある。また、ボランティアに関しては「子どもがいるなら手伝いたい」という希望もあった。地域の状況やなごみの家の普段の来館人数から考えると、新型コロナウイルス禍で、参加したいと考える人がいるとは考えにくい。またボランティアに関しても、現状のコロナ禍の間は、集まることは難しいと考えている。
・他者とコミュニケーションを取ることを楽しみにされているため、ソーシャルディスタンスを守りながら食事をすることは非常にリスクが高いと思います
・現在、特養の面会も制限している状況下で、外部の他世代の方が施設内に入ることは難しい現状。これまでの大規模人数での開催スタイルも再開時は見直しが必要。地域の方から「また行きたい」「淋しい」等の声はいくつかいただいた。（高齢者施設）
・ボランティアのみなさんも、コロナ自粛を受けてパワーレスの状態・開催のお問合せは、休止した頃に比べて落ち着いたものの継続してあります。
・参加者の年齢を限定していないため、子供からご高齢の方まで参加者の年齢層が広い点、またボランティアさんの中にもご高齢の方がいる点など、複数人数で集まることによる感染リスクに加え、感染が起こってしまった場合の重症化のリスクも懸念されることから、再開にあたっては慎重な判断が必要と考えている。
・今の段階では、食堂のあるべき姿と感染症対策を両立することが難しい。今一度、食堂の本旨と照らし合わせて、できることから進めていきたいと考えてはいるが、その方法が見つかっていない。
・狭い場所で開催していたので密接せずに遊ぶことが困難なため、安全が確認できるまでは難しいです。ただ、何を基準に安全だと判断するのかも難しいです。
・ひとり、もしくは兄弟単位で入店してもらい、おやつを受け取ってもらうようにしている。入店待ちの子どもたちの列がどうしても密になりやすい。おやつを配布するだけではなく、もう少しイベント的なことをしてみたいが、今の状況では人が集まってしまうことは難しい。コロナ以前に比べて参加人数は増えている。
・新型コロナウイルスの感染防止のため、食卓の消毒、配置位置の工夫(距離をとる、対面式から学校の教室のような机のレイアウトに変更)、参加者、スタッフの手指の消毒、テーブル、椅子の消毒。会場の換気、マスクの着用などに取り組みながらの開催としています。
・お店の入口でお弁当を渡している。作っているメンバーも食堂を開催している時より減らし５～7人程度で行っている。換気、消毒、マスク着用は必須。子ども食堂の良さは、食事するだけでなく会話がある楽しい場所である。このことを考えるとオープンするのは難しい。
・食事の際の子ども達の距離、入室時の検温、手指のアルコール消毒等の徹底。
・食事を作る時だけでなく、食べる時も席を離すなどの策が必要です。近づいて話をしたがる中高生が多いので、三密を防ぐ手立てを考える必要があります。
・調理するメニューは、ひとりで調理が完結するもののみにしている（鍋など複数人で作業を分担して調理するものは作らない）。また、調理中は窓を開けて換気を行い、調理器具等の消毒も徹底している。
・食材を扱うので、手洗いや消毒は通常以上に丁寧に行っている。

４．子ども食堂の活動について
・いつも楽しみに来ていた子どもや家族、またお弁当を必要としている家庭にも、何らかの形で行き来ができるといいと思う。お弁当を届ける先のリストなど、なごみの家との連携でできることを検討することを考えてみたらどうか。
・当食堂は、来てくれる子どもたち、お手伝いする大人たちみんなが楽しく、地域の家族のように、実家のようにほっとできる場を目指しております。子ども達はしなければならないことが多すぎるし、説教されてばかり。のびのびと愚痴をこぼせる場所を今後もめざしております。お陰様で、順調に個人の寄付も集まっており補助等血税を頼ることもなく運営できておりますこともありがたいことです。
・子ども食堂会場内に、プチ子ども広場を設け、おもちゃ、本などを用意して遊んでもらい好評でしたが、現在は新型コロナウイルス対策の一環として休止しています。
・献立の立案に若干苦労しています。
・子どもの居場所を作りたかったのに、本当に必要な時に開催できないことに不甲斐なさを感じます。まだ支援が必要な人との信頼関係を築けていませんでした。こういう事態に頼ってもらえる居場所を作っていきたいです。
・本当に必要な支援として実施していく上で、貧困、引きこもり、不登校、孤食をキャッチできていない現状がある。また、コンセプトの大家族的な雰囲気がコロナウイルスに関わらず、日常でも難しい状況。こうした中で、ニーズはあるのか。敢えて食堂を開催する必要があるのか、他の開催方法などアンケート調査しても良いのではないか。
・食べることを必要としている子が何処に行っているのかなと思う。近くで食事を提供しているところがあるためホットしている部分がある。
・本当に困っている人（子ども）に来ていただくことが出来ていないと感じていた。民生・児童委員など地域の人たちと連携を図ってすすめていきたい。
・子どもの参加について、昨年より低年齢化した（親も含めて）なという印象。・出来たらいいなと思う事は、祭やパーティ的な催し
・毎月１回の開催なので、子どもたちは待ち遠しく、楽しみにしている。学校の行事、ボランティアの予定などを考慮しながら計画を立てているが、前もっての申し込み受付ではなく、当日申し込み順なので、人数制限には苦労している（毎回４０名分を用意）。
・食堂を利用して欲しい子どもたちは近隣に幾人もいるのだろうが、我々とのつながりを持つとができていないので、食堂の利用にまでは至っていないと感じている。よって、必要な人に必要な情報が届くような仕組みを構築しなければならないと感じている。
・食堂が再開できた時は、入替制、人数を絞り込むことが想定されるため、より密接なかかわりをもてるようにしたい（「命の授業」等をやってみたいというボランティアの方もいる）。
・子供たちへの食育と多世代交流を目的として、簡単な軽食づくり（自分たちで調理したものを皆で食べる）の機会を企画できればと考えていた。
・コロナ禍の今、子供たちとふれあうこともできないでいます。落ち着いたらまた模索していきます。
・今のところ目立った変化はない。これからも支援が必要な子どもたちにも届くように努力していくつもり。
・子どもの居場所利用が減少している。時間制限・人数制限・飲食禁止等が子どもたちにとって利用しにくさに繋がっている様子。困った時に頼れる場所として覚えていてもらえるよう、子どもたちに届く形での広報を工夫している。
・富山型の活動は今まで通りでよいと思います。自由で自然体、温もりさえ感じられ、昔の田舎の茶の間のようです。子どもたちも純粋で高齢者との関わり方も、見ていて微笑ましい。立ち上げてよかったです。
・こんな時ほどメールなどで話を聞いたりしたいです
・子どもの参加が少ないので検証したい
・参加型の活動
・より多くの体験型学習の機会を設けたい
・マスク着用必須、入館時の手指消毒の徹底、一部の部屋の利用制限など普段の利用方法とはだいぶ違う運営となっているが、子供たちも徐々に慣れてきた様子である。大きなイベントを開催することができないため、状況を見ながら小規模でも子供たちがより楽しめるようなイベント等を模索していく。
・コロナウィルスの影響が終息するまでは厳しいと思います。とりあえず細々とやっていくだけです。
・感染リスクを考えた際にはどう活動すべきかを悩んでしまう。また、何かをしたいという想いはあるのですが、コロナウイルスが未知のものの為、八方ふさがりです。弁当という案も考えましたが、渡しておしまいとなるとそれも素っ気なかったり、なごみの家の規模を考えた際に個数を出すことは難しい。
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５．今後のネットワークの活動について
・ぜひ児童相談所のオープンスペースを使って、楽しく子どもたちが交流できる企画を行いたいと思う。
・未加入の子ども食堂さんもあると思いますので、そういう方々にも加入していただく
・ネットワークとして、勉強会を開催したり、現場報告会を通して各団体から良いものを吸収しあえるとよいのではないでしょうか。
・各所での取り組み・工夫の共有。
・クリスマスパーティーもできないので、何かプレゼント等、考え中
・子ども達の声を救い上げる集約できる気軽な窓口、支援の役割を担って頂ければと思います。また、子どもにも食堂運営者へも決して上から目線ではない対応を強く求める者です。各食堂の個性を尊重し、居酒屋だから環境が悪い、繁華街だから環境が悪いなど士気をそぐようなことを言ったり指導したりしないでいただきたい。がんばっている民間子ども食堂の邪魔や説教はしていただきたくなく、くれぐれの留意と各職員担当者への注意喚起をお願い致します。
・勉強のために、いろいろな子ども食堂に行ってみたいです。
・食事提供しているところでコロナ禍での提供の工夫。困っている方に届けるなりいらしてもらうための関係機関との連携の仕方など検討していくことができればと思います。
・前向きにどうしたら開催が出来るのかを保健所の方のご意見頂きつつ、ネットワークに属する方々と意見交換したいと思います。その上で開催方法の見直しや出来ることと、注意事項等さだめていけたらと思う
・食堂に来ることへの気持ちのハードルを少しでも低くしていきたい。他の食堂とコラボできることがあればいいなと思います・具体的なコロナ対策を教えていただきたいです。
・コロナ禍の今、子供たちとふれあうこともできないでいます。落ち着いたらまた模索していきます。
・区内でどの程度の食堂の方が活動を再開しているのか
・食堂の中断により、区の施策（ごはん便等）でのフォロー数が増える等の変動があるのか。
・ネットワークのみなさんとお会いし、様々な話し合いをしていきたいと思います。
・こちらはネットワークからの連絡を待っているだけになってしまっていますが、よろしくお願いします。
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